
 

 

 

令和５年度 

 

事業報告書 



Ⅱ 事業報告 

１ 実施事業会計 

（１）建築住宅の相談、情報提供及び研修に関する事業         継続１ 

 １）相談・情報提供事業 

  〇専門家（一級建築士・弁護士・マンション管理士）による相談窓口開設 

   ・建築・法律相談：毎月第２・第４月曜日  

・マンション相談：毎月第３月曜日 

     ■相談件数 ４７件 

（・建築相談：１３件 ・法律相談：３４件 ・マンション相談：１１件） 

 〇窓口に来場できない相談者のための建築に関する電話応対相談 

    ■相談件数 ２５件 

〇熊本地震で被災を受けた住宅等の耐震改修促進のための相談窓口開設 

   ・毎月第１・第３水曜日 

     ■相談件数 ７件 

 

２）セミナー事業等 

〇マンション管理基礎セミナー及び無料相談会 

    マンション管理等のノウハウを学び、居住者の皆様が安心して快適に暮ら

すことができるマンション管理が行えるよう下記によりセミナー等を実施し

た。 

    令和５年１０月２５日（水）ホテル熊本テルサ 

・マンション管理基礎セミナー            受講者 ４７名 

・マンション管理無料相談会            相談件数  ６件   

   

〇事業者向け長寿命化リフォームセミナー 

    「断熱性能」にフォーカスし、住まい手の暮らしの質を高めるリフォームビ

ジネスとしての重要性について考えることを目的に事業者向けセミナーを実

施した。 

    令和５年１１月２９日（水）県庁新館２階職員研修室  参加者 １９名 

〇特定建築物定期調査業務スキルアップ講習会 

定期調査等を行う特定建築物調査員、建築士等に対し適切な調査・検査の

実施に必要な情報の提供を行うなど定期調査業務の質の向上への取組みとし

て、(一財)日本建築防災協会発行の「特定建築物定期調査業務基準」及び「特

定建築物定期調査業務スキルアップテキスト」を用いた講習会を実施した。 

  令和６年２月７日（水）県庁防災センター３階会議室    受講者４０名 

  〇耐震対策講演会 

    熊本県等との共催により、県民の建築住宅の耐震対策への関心を高めるた

めの講演会を開催し、その後ＹｏｕＴｕｂｅ「建築住宅センターちゃんねる」で公



開した。 

    令和５年１１月１８日（土）宇土市役所 1階会議室   参加者４２名  

 

（２）公共建築物等の整備支援に関する事業              継続２ 

   〇熊本県総合保健センター新施設建設技術支援等業務 

    昨年度に引き続き（公財）熊本県総合保健センターから新施設整備に伴う

技術支援業務を受託し、1 月末までに基本計画の策定、２月中に設計者選定

のための公募型プロポーザルの公告を及び一次審査結果の通知を実施した。 

 

（３）高齢者住宅の供給支援に関する事業               継続３ 

  〇サービス付き高齢者住宅の登録 

    ・新規登録 なし  ・更新登録  ７件  ・変更登録 ２７件 

 

２ その他会計 

（１）定期報告業務 

建築物の維持保全を目的とした建築基準法第１２条に基づく定期報告制度

について、昇降機を除き、熊本県・熊本市・八代市・天草市から定期報告制度

の啓発に関する業務等を受託し、建築主等に周知を図った。 

特定建築物については、令和５年度の対象用途が物販店、事務所等である

ために対象件数が減少したこともあり、受付件数も減少した。 

建築設備及び防火設備については、受付件数は微増となった。 

昇降機等については、「昇降機等定期報告審査等業務規程」に基づき、検査

事業者から提出される書類の整備及び確認を行い、特定行政庁に送付する業

務を行った。受付件数については、熊本地震後のホテル、共同住宅等の施設整

備が進んだことにより、報告対象が増加した。 

【令和５年度定期報告対象建築物等受付等件数】 

 受付等件数 前年度比 備 考 

特定建築物 ３０１件 ４１．２%減 ３年毎報告 

建築設備 １，０４２件 １．４%増 毎年報告 

防火設備 ７６２件 ３．３%増 毎年報告 

昇降機等 ８，９６９件 １．６%増 毎年報告 

  計 １１，０７４件 ０．３%減  

 

（２）令和２年７月豪雨みんなの家整備等事業 

  〇日本財団みんなの家整備事業 

    令和２年７月豪雨により被災した公民館に替わる公民館型「みんなの家」 

（９棟）を、県及び（一社）ＫＫＮとの連携により整備する事業。 

 令和４年度に１棟（人吉市）、令和５年度に６棟（人吉市３棟、八代市２棟、



球磨村１棟）が完了し、残り２棟（球磨村）を引き続き整備していく。 

   

〇住環境整備事業 

    九州・山口の大学生や教員など大学関係者等が、仮設住宅団地等において、

入居者等と話合って住環境の整備や催しものを企画し、支援することでコミ

ュニティの維持・増進を図る取組みに対して、日本財団の助成金を活用して

支援する事業。本年度は、みんなの家における家具の製作・設置やワークショ

ップ開催等に係る費用等を補助した。 

 

（３）ＣＯ２削減住宅推進事業 

    球磨川流域地域をモデル地域として、住宅の高断熱窓・ガラス及び断熱材

の普及を促進することにより、県内のＣＯ２排出量削減を図ることを目的とし 

て令和３年度に県が創設した補助制度について、引き続き事前審査業務等を

受託し実施した。本事業は令和５年度で完了した。 

    ・交付申請件数 １２件     ・実績報告件数  １８件 

 

（４）住まいのゼロカーボン化推進事業 

    住まいのゼロカーボン化の促進に向け、特に既存住宅の高断熱化を促進す

るため、県（環境立県推進課）から業務を受託し、啓発資料（ガイドライン A

４判カラー２０ページ５，０００部）等を作成し、工務店向け及び高齢者向け

の説明会等を行った。 

   

（５）リフォーム評価ナビ登録の推進 

    国土交通省補助事業の採択を受けたリフォーム業者検索サイト「リフォー

ム評価ナビ」（全国で約１０００社登録）について、本年度１社が登録、年度

末の県内工務店登録数は３１社。口コミ評価の追加掲載件数は２３件（累計

１７８件）であった。また、消費者の信頼と安心を高めるとともに、リフォー

ム評価ナビ登録事業者のリフォーム技術力及び資質の向上を図るために熊本

県住宅リフォーム推進協議会事業として実施している熊本県住宅リフォーム

優良工務店表彰及び特別表彰の本年度の応募は、それぞれ１社、５社であっ

た。 

 

(６）地域型住宅グリーン化事業 

 一般社団法人すまいづくりまちづくりセンターからの委託を受け、「地域

住宅グリーン化事業」の交付申請及び完了実績報告に係る審査を実施した。 

交付申請件数   ５３件（４年度分：  ０件、５年度分： ５３件） 

実績報告件数   １６６件（４年度分：１３６件、５年度分： ３０件） 




